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【目的】慶應義塾大学では、慶應病院-附属薬局-薬学部連携ワーキンググループ

を立ち上げ、改訂薬学教育モデル・コアカリキュラム（改訂コアカリ）に準拠し

た実務実習に向けた取り組みを行っている。その一環として、ルーブリック評価

トライアルを実施しており、2016年度の取り組みは日本薬学会第 137年会（仙台）

にて報告した。今回は 2017年度のトライアル結果について報告する。 

【方法】2016 年度トライアルで挙がった問題点の改善を行い、ルーブリックを追

加作成した。2017年度慶應病院Ⅰ・Ⅱ期実務実習生（計 46名）を対象にトライア

ルを実施し、Ⅱ期実習では F(1)～(3)すべての SBOs を網羅したルーブリックにて

トライアルを実施した。トライアル実施後、評価担当薬剤師及び実習生にアンケ

ート調査を行い、実務実習評価におけるルーブリックの運用・実施可能性や評価

の有用性、行動目標であるルーブリックに対する実習生の意識につき検証した。 

【結果・考察】2016 年度トライアルで挙がった「負担が大きい」、「ルーブリック

の内容が漠然としている」などの問題点を踏まえ、SBOs をできるだけ薬剤師業務

の観点からルーブリックに落とし込み、具体事例や評価目安を付記することで「わ

かりやすいルーブリック」の作成に注力した。さらに、実務実習担当の指導薬剤

師のみならず薬剤部全職員を対象として改訂コアカリとルーブリックの説明会を

行い「周知徹底、意識統一」を図った。その結果、Ⅰ期実習後に評価者は「現在

の方法と比べてルーブリック評価の方が適切に、客観的に評価できる、評価の負

担は変わらない」と感じており、改善・工夫がルーブリック評価の有用性と運用・

実施可能性に繋がった。一方、すべての実習生が必ずしもルーブリックを目指す

行動目標とは捉えてはおらず、学生へのさらなる意識づけが課題の 1つである。 


